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わが国におけるレクリエーション学の体系化に関する研究
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基準を度外視して大学を設立することは不可能である。

参考までに要項に記載されている学科目，授業科目で

レクリエーションの文字が見える部分を紹介する。

※体育学科一学科で組織し，体育学科に体育学専攻

レクリエーション専攻を置く場合

わが国ではレクリエーション専攻コースを持った大

学はいまだ見る乙とはできなL、。しかし日本レクリエ

ーション協会を中心にレクリエーションリーダーは実

際大量に養成され，それぞれの地域，職域その他いろ

目

レクを含

レクを

学科目 授

主要学科目として開設するもの

レク論，体育史

(スポーツ，レクを含む)スポ

ーツ，レク管理

体育心理(スポーツ，

む)

体育社会学(スポーツ，

含む)

スポーツ，レク調査，同実習

スポーツ， レクリエ|レク教材論及び指導法

ーション方法 |ゲーム，ダンス，野外活動実習

関連学科目として開設するもの リハビリテーシ

科業

(1) 

体育原理，管理

体育心理，社会学

体育方法

いろなととろで活動を行っている(1)藤本先生には，戦

後いち早くレクリエーション学科設立を試みるために

努力されたが，その実りを見る乙となく社会体育学科

の名称のもとに文部省より認可を受け今日に至ってい

る日本体育大学のカリキュラムを公開していただく，

また (H)高橋先生には，仮りにレクリエーション専

攻の学生が卒業後どのような仕事につく乙とができる

のか，すなわち職領域の予測とその可能性について，

(m)田中先生にはアメリカの主要大学におけるレク

リエーション教育の内容を明らかにしていただくとと

により，わが国のレクリエーション教育の可能性をさ

ぐる一方今後のレクリエーション専攻コース設立の手

がかりとしたい。以下各先生方の話題を要約する。

ョン

上記のものはサンプル的なものであるが，レクリエ

ーション専攻コースを設立する場合には有力な手がか

りとなるであろう。乙れは如何せん昭和40年に作られ

たものである。乙の聞に国民のレジャーに対するニ←

ズ，それにともなう社会的要請も変って来た。要する

に専門指導者を大学でどのような方法を持って養成に

当るか，問われているのである。

大学基準協会は昭和22年新制大学発足の段階にそれ

に対応してつくられたものである。日本体育大学では

新しい時代を受けて行くために提言のかたちも含めて

(2) 
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・
-
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藤本祐二郎

昭和40年3月16日体育学専門分科会主査鶴岡英吉氏

より大学基準等研究協議会会長宛に体育学関係学部設

置基準要項が報告された。その記の中に「最近のスポ

ーツ，レクリエーションの興隆にかんがみ，体育学科

にレクリエーション専攻を置くととができる ζととし

たととJと書かれている。

日本体育大学では上記の内容から昭和49年レクリエ

ーション学科増設の申請を文部省に提出はしたものの

レクリエーション学科の名称は認められず社会体育学

科として認可を受けたのである。我が国では大学設置
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昭和54年2月20日下記の通り埋事会で改訂決定したの

である。

※体育学部i乙関する基準

1. 目的体育学部は，体育，スポーツ，レクリエ

ーション健康に関する諸科学の研究教育を行い，それ

ぞれの分野に関連する専門的業務並びに研究を行うの

に必要な能力を修得させる ζとを目的とする。

体育学部の目的が従来からの目的を受けながらも，

向上基準はだいたい整備されて来たのである。

※体育学部における教育の実務方法について(昭和

54年2月17日基準委員会了承)

体育学部における教育に関しては次のような事項に

留意して実施する乙とが望ましい。

1. 授業科目

学部は諸専攻により，学科または専攻課程として組

織するが，その仕方については，各大学の定めると乙

ろによる，学科または専攻課程1<:応ず、る授業科目を例

示すれば次の通りである。なお授業科目は原則として

実験，実習を含むものとする。

(1 )共通専門科目

体育学(合体育史)，解剖生理学，運動生理学，栄

※社会体育学科必修，選択科目

必

養学，バイオメカニク，運動心理学，スポーツ社会学，

健康管理学，健康教育学等

(2) 各専攻課程別専攻科目

1)学校体育を主とする課程

発育発達論，体育教育課程論，体育管理，体育測定，

評価，体育実技，等

2)社会体育を主とする課程

社会体育論，レクリエーション概論，体育施設管理

論，レクリエーション指導法等

3) コーチ学を主とする課程

体育論， トレーニング論，コーチング論，スポーツ

医学及び救急処置法，各種運動方法等

4) 健康教育を主とする課程

発育発達論，公衆衛生，安全教育，学校保健，精神

衛生，虚弱者，障害者体育，等

以上向上基準は変って来た， しかしながら基準要項

は，昭和40年に作られたものでありいきている。あく

までもその大学の事情にそって，独自性を発揮する乙

とを期待しているのである。以下掲載の資料は日本体

育大学，社会体育学科のカリキュラムである。各科共

通専門科目は他にある。なお希望者には，社会教育主

事の資格1<:用する単位25単位も取得できるように配慮

されている。

単 関講年次
区分 授業科目 包含科目及内容 履修方法 備考
選 位 1 2 3 4 

。社会教育概論 I 2 O 

O レクリエーション概論 2 O 

O 野外教育運動論 2 O 

専 必 O 精神衛生学 2 O 

門 修 O 環境施設論 2 O 

教 選 O 健 康 管 理 Af 旦'- 校 保 健 管 理 2 O 

育 択 ⑧ 社会体育指導論 I リーダーシッフプログラミング 2 O 

手ヰ 科 ⑧ 11 E 健方康余相暇談指・導体力・診野断外・ス運ポ動ー処ツ 2 1科目選択 O 

目 目 Q9 11 E カウンセリングスポーツセラビー 2 (2) O 

⑧ 社会体育対象論 I ライフ・ステージ体育論 2 O 
1科目選択

⑧ 11 E 心身障害者体育論 2 (2) O 

⑧ 社会体育環境論 I 屋内屋外施設論 2 O 
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必 単 開講年次 備考|区分 授業科目 包含科目及内容 履修方法
選 位 2 3 4 

⑧ 社会体育環境論 E 屋外自然環境論 2 1科目選択 O 

@ " E 用 呉 論 2 (2) O 

⑧ 社会体育組織運営論I 公共の組織運営論 2 1科目選択 O 

⑧ " E 民間の紐織運営論 2 (2) O 

⑧ 社会体育調査研究法I 社会体育調査実習 O 

必 ⑧ " E 体育生理実験実習 O 

⑧ λ， E 体育心理実験実習 1 1科目選択 O 

修 ⑧ " w 体育測定実験実習 (1) O 

⑧ " V 衛生学実験実習 O 

選 ⑧ 運動技能論 2 O 
専

@ 健 康 教 育 2 O 

択 ⑧ 安 全 教 育 2 O 
r~ 

② 公 衆 衛 生 2 O 

科 ⑧ リハビリテーション 2 O 
教

② 児 章 福 祉 2 1科目選択 O 

目 ⑧ 労 働 法 規 2 O 
育

@ 労 働 衛 生 2 O 

⑧ スポーツ・ 7':;サージ 2 O 
科

@ スポーツ心理 2 O 

⑧ 自 然 研 プ~ 2 (2) O 
目

社会教育概論 E× 2 O 

X 社会教育方(総法論論) 2 O 
自 社会教育主
白 × 社会教育行政 2 O 
選 事の資格取
× 教育社会学 4 O 

択 得のために
科 × 青成人少指年導指及導び 2 O 
自 体育及びレクリ

は必修
× 
エーション指導

2 

× 社会教育演習 4 O 

O 体 操 I 1 O 

O 体 操 E 1 O 

O 陸 上 競 技 l O 

O 水 泳 l O 
」
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必 単 開講年次
区分 授業科目 包含科目及内容 履修方法 備考

選 位 1 2 3 4 

球 技 I ノぜ レ aコ

“' 
ノぜ ス ケ ツ ト O 

同時限lζて
O 〆， E ノ、 ン ド 3 O 

履修

" サ ツ カ O 
体

" フ グ ヒー O 
育

必， E ソ フ ト O 
実 同時限にて

O " ア 一 ス 1 O 
技 履修

" 
ノ、t ド 、、、 ン ト ン O 

初

格 技 柔 道 O 
級

“' 責リ 道 O 
専 同時限にて

O 必， 相 撲 1 O 
(男子)履修

" レ ス ン グ O 
門

ター ン ス (女子のみ) O 

一一O レクリエーション実技 O 
教

⑧ 学外集中実技 ス キ O 

② ス ケ ト 1 2科目選択 O 
育

⑧ 海 浜 活 費 O 
選
⑧ キ ヤ ン プ O 

科 択
⑧ 会f主A 内 実 技 コ Jレ フ 1 O 

必
⑧ ア チ :L リ 1 O 

自 修
⑧ 野 外 活 動 実 技 1 O 

実
⑧ 簡易スポーツゲーム 4科目選択 O 

技

o 卓 球 1 O 

⑧ 野 球 1 O 

⑧ トレーニング実技 1 O 
ドーーー一一 . 

※ 上記教育課程の外，各種ライセンス取得のための教育課程についても検討中である。

※ 学外集中実技についてはその実費を徴収する。



※運動と科学とのかかわり

世 界 科学

人|価値実現 文化

意 識 (人文)

間|生 命
社会

生物
物 質 自然

般 教 育

i生

1態

+-ーー一目ーー
(総合科目)

体育学部全体を通して特lζ現在の体育学科の考え方

は，学校における体育であり，人間形成のために役立

つ教育の範囲としてとらえている。運動と人間とのか

かわりをO才-100才までの生涯の中でどのように見

て行くのか，教育の面と科学的な面との系列の中で方

法を考えておく ζとが大切と恩われる。今日体育学は

学際的なものであるとも云われ，あわせてレクリエー

ション学も成立すべきものなのか，どうか，今日間直

されていると乙ろである。したがって，乙れらの問題

を考え，一般教育と専問教育の中で，レクリエーショ

ン問題が生活科学の中に入るのか，人間行動科学の中

に入るのか，あるいは，運動科学(スポーツ科学)乙

れらの科学との関係はどうあるのか，あるいは総合科

目として，中継ぎ的な教育の方法はいかなるものか，

分化して行く中である時は部分的に総合してみるとい

うのもよいと思う。そ乙iζは人閣のかかわり方が問わ

れ，人間と自然，人間と人間，人聞がつくった人間と

社会，人間が長い間かかりっくりあげて来た文化，特

に運動文化等，乙れらと何等かのかたちでかかわりを

持ちながら生きて来ているのである。そのような意味

で，運動と人間という形の中で例えばからだのしくみ

発育発達，運動のメカニズム，あるいは運動の本質と

発展というものを含めたものである。

※生の充実

運動と生活の中で日本レクリエーション協会「よろ

乙びと楽しみ」の本がいっているように，レグは人閣

の基本的欲求であるという実験的学説を出しているが

そのような中で気晴らし程度でよいのか，もっと発展

させて考えると自己啓発であり，言葉としては生の充

実という ζとであろう。

〔材料としては〕 目標としてphysical的な方向へ

持って行く乙とが望ましい。そのようなとらえ方をす

実 現
験'vv山内場

-83 -

体育・スポーツ・レクリエーション

健康・体力の科学

専門教育

ると社会体育学科の方では.指導論としてリーダーシ

ップ，それにともなうと ζろの国内における行政法規

グループ集団の組織，運営管理，施設用具論，人間関

係論，カウンセリング，グループワーク等をあげる乙

とができる。

〔方法論としては〕 運動方法，運動技能論(技術と

能力，知，情，意)コーチング(技術，作成)， トレ

ーニング(体力，筋力，敏，巧，調，軟)等を実践の

場i乙実習として実技を考えて行く。

〔実技を考える場合には〕 運動の効障害論をはじめ

人間の運動，つまり動くという乙とについての自然な

考え方を編成し具現化して行く考え方と，健康や体力

増強のための人為的に構成する徒手体操等の三つに分

類でき，そのような材料をつかって生の充実に向って

レクリエーションがどのように編成されたならばレク

リエーション教育として望ましいのか検討すべきと思

つ。

最後に生活科学1<::.1<::.しでも，人間の行動科学にして

も，基礎科学としては人文科学，社会科学，自然科学

を基礎にしながら指導方法的研究で行く場合と，教育

学，方法学的研究とがある。乙の二つの方法を考えた

場合，日本体育大学の場合は指導，方法的研究の分野

としてとらえている。

社会の要請を受けてデパートメントして行くと乙ろ

の授業科目と学問的体系の中では，レクリエーション

学をどのように展開して行くか，乙れら両方の組合

せの中で社会体育またはレクリエーション学科の教科

課程をみる必要がある。またそれを教育のかたちでは

どのようにプログラムして行くか，それぞれの大学に

まかせており，一方では独自性が期待されていると恩

つ。

しかしながら我が国の大学設置基準にもとずいた大
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1.人文科学系

学科専攻科目一般教育科目| 総合科目

2.社会科学系

3.自然科学系

人文科学と運動

運動と文化

社会科学と運動

(運動と社会)

自然科学と運動

(運動とひと)

専門共通科目

{運動と人間〕 〔講 義〕

運動領域

〔実技]

1.広域生活圏

2.日堂生活圏

3.運動文化薗
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パ B・主ζ旦ーダンス一一一『競演
ラ (表現) 芸術
ノ

ン

長 器械運動

c. ，色笠ーリズム体操ー 1.スポーツ
霊 徒手体操
割 2競演

手具体操

美容・媛正など3.処方

体育学糾

学校体育

健康学科

武道学科

社会体育学科

社
会
教
育
主
事

衛

生

管

理

者

(
保
健
体
育
教
員
)

教

職

教

育

科

目

養

護

教

諭

(必修・選択)講義科 ~l (合実験)

指導論

リーダー・シ yプ

政政・法規

組織運営管理

施設・用具

人間関係

カウンセリング

グループ・ワーク

学科専攻実技

陸上運動.体操1. 0. *泳，球
技(バレー，バスケット，ハンド，

ラグピー.サッカー，ソフト，卓

球.バドミントン.野球.テニス)

ダン人ゲーム.椅技武道(柔道.

剣道.栢撲，レスリング，空手)

ゴル7.アーチェリー，簡易スポ
ーツ，フォーク・ダンス，野外実

技(キャンプ，海浜，スキー，ス

ケート)

(必修・選択)実技・実習

方法論

・体育方法

・運動方法

・運動技能論

(技術と能力“知・情・意)

コーチノグ

(技術・作成)

トレーニング

(体力・筋力・敏

巧・調・軟)

など

各
種
運
動
技
能
各
論

対応・対処論

など

運動効・樟芹論

体 }J 診断

運動処方

救急処置・看護
宵

実

運動・レクリエーション

療法

リハビリテーショノ

運動測定

ハンディキャ yプ

指導論

など
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学校レクリエーション

職 余暇教育

生涯教育(ライフ・タイム)

コミュニティ・レクリエーション

インダストリアル・レクリエーション

青少年団体

域 セラビュテイク・レクリエーション

アウト・ドアー・レクリエーション

レクリエーション・セラヒーカウンセリング

指 レクリエーション実技指導力法

導 レジャー・レクリエーション生活指導

レクリエーション組織・運営・管理法

方 レクリエーション・エベントフランニング

法

指導・方法的研究 教育学・方法学的研究

人文科学 社会科学 自然科学

論間 ①原理・哲学的研究 ①社会学的研究 ①生理学的研究

理題 ②歴史的研究 ②社会心理学的研究 ②生物・生態学的研究

的・ ③心理学的研究 ③管理学的研究 ③保健学的研究

説仮 ④経済学的研究

明説 ⑤法学的研究

のの ⑥情報学的研究

研発 ⑦組織・工学的研究

究見 ⑧行動科学的研究

学という乙とで社会体育学科のレクリエーション部分

というととでしかない。折角昭和40年大学設置基準の

中i乙カタカナのレクリエーションという文字が記載さ

れている以上社会体育学科といわないでレクリエーシ

ョン学科をつくる方向でいきたいものである。

E
 高橋和敏

I 将来(2000年)の生活

私の場合は4年制大学を卒業した者がどのようなと

乙ろで仕事ができるのか，社会のニーズはどうである

か。経済企画庁編(2000年の-20年後の国民生活の

予測調査 )大蔵省印刷局57年9月発行を参考にしな

がら述べたい。

次の表からある人は20年後の日本はパラ色である。

ある人は差程の変化は見られないだろうと，私自身は

それ程今日と変化はないと思うが，社会教育関係の活

動は若干増えると恩われる。

2000年の生活イメージ(要約)

高齢化，国際化，成熟化社会の中で産業構造は

ソフト化が進み，自由時聞は増加の道を辿る

個人生活型への志向の高まり，レジャー消費の拡

大，教育と学習の生涯化，家族機能の変化

価値観意識

重要となる生きがい ①能力や教養の向上
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②自分の趣味

@家庭生活や趣味

社会組織への帰属感①国際社会

②趣味スポーツの同好会

③地域社会

消資生活

重点消費支出項目

若年層 ①スポーツ等能動的レジャー

②ファッション，おしゃれ

@旅行

高齢層 ①趣味・芸術

②旅行

③住居，空間の充実，美化

全体①趣味

②旅行

③スポーツ等能動的レジャー

健底医療

①包括医療体制の確立

②地域医療体制の整備とシステム化

③老人医療・福祉の充実

重要となる問題

教育，余暇

学校教育……地位はあまり変化しないが，学校の

機能は大きく変化する

地域における社会教育活動が盛んになる人々が求

める教育内容

成人男子 ①知識，教養 ②職業技術

③健康，体力

成人女子 ①知識，教養 ②芸術，趣味

@家庭，日常生活

高齢者 ①健康，体力 ②芸術，趣味

③知識，教養

求められる余暇

(男性)

①趣味，社交的スポーツ ②日曜大工，園芸など

③健康増進 ④海外旅行

(女性)

①美容，健康増進 ②ボランティア活動，③海外

|旅行④趣味開スポーツ

労働

趨体制度...・H ・..完全週体2日制

(予想実施率)官公庁 88.4% 

学校 76.7%

金融 90.7%

夏季休暇・・・・・・・・・10日程度

産業構造………サービス業48.6 ~ぢ

新しい分野の拡大

対個人サービス……スポーツ，文化等レジャー，

家事代行

対事業所サービス…情報処理，エンジニアリング

公共サービス………医療，教育，福祉

自由時間……34~ぢ(1980年は約 7 時間10分， 2000 

年には約8時間10分)

国民総自由時間一一9億3，000万時間

家族生活

家族機能が見直され，一部の機能が回復したり，

新らしい機能が生れる。

①教育，しつけに関する機能

②相互扶助iζ関する機能

③レジャーに関する機能

注 1 乙の調査はデルファイ法によるもので第 1回

調査は56年7月第2回は56年9月l己実施された。

2. 経企庁編 f図説2000年の日本J日経新聞社，

57年10月発行も参考にした。

E レクリヱーションに関する専門教育を必要とする

分野

(と乙ではレクの専門教育をする大学があったと仮定

し考えてみた。)

野外レクリエーション関係，社会教育関係(含社会

体育)， 青少年教育関係，社会福祉関係，苛法関係，

医療関係，一般企業関係，スポーツ，レジャー産業関

係，観光関係，民間青少年団体および各種団体，健康

保険組合関係など，等が考えられる。その他学校教育

関係，や私企業，機関，組織など，将来可能と恩われ

る分野である。



E 主な分野の現状ーレク専門教育とかかわりのある

組織ー

1. 社会教育関係(含社会体育施設)

機 関 ! 施設数 職員 資格など

教育委員会 3，335 7，212 社会教育主事

公民館 17，222 7，608 公民館主事

図書館 1，437 4，087 司書

博物館 Q8 550 1， 468 且(立)宝内、」の薮掌芸字畳ぽ寸」

社会体育施設 19，391 1. 680 指導系職員

婦人教育会館 127 55 指導系職員

社会教育会館 163 64 指導系職員

(注) 上記のデータの出所，文部省社会教育報告書

(昭和56年度) 58.4.30発行

2. 膏少年教育施設

機 関 施設数 職員 備 考

国立オリンヒ。ック記念 13 (S57.現在)

青少年総合センター

青年の家(国，公計) 257 部2

少年自然、の家(国公計 133 431 

児童文化センター 27 107 (公立)

勤労青少年福祉施設 980 

勤労青少年が利用で 513 い乙いの広場

きる施設
い乙いの村所
(27カ)

児童厚生施設 7，398 10，937 児童厚生員

l (国公立)

(注) 総理府，青少年白書57年版.58年 1月。

3. 野外レクリエーション

機 関 施設数 備 考

レジャーランド 218 観光白書58年

P 267 -268 

簡易保険関係 7 

自然公園 375 

公的野外レクリエー 991 

ション(観光)関係

(注) 総理府.58年版観光白書58.5. 総理府57年

版青少年白書58.1など、から作成
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4. 社会福祉関係 (S57.1O.現在)

機 関 施設数 任指導職系員専数
備考|

福祉事務社 1， 172 3，583 

査察指導員 2，637 

児童相談所 164 児童福祉司|

身体障害者更生相談

所 62 

婦人相談所 47 

老人福祉施設 3.968 3.358 

身体障害者更生援護

施設 274 867 

他の福祉施設 1， 414 488 

児童福祉施設 878 5.026 

精薄者更生施設 617 9.068 

母子福祉施設 81 2 

(注) 厚生統計協会，国民の福祉の動向，厚生の指

標増刊号. Vol. 30 -No.ll 58.9より作成。

5 司法関係 (S57年現在)

機 関 施設数 職員数 備 考 1

少年鑑別所 55 805 教官

少 年 院 60 2.211 教官

婦人補導員 3 

刑務所，拘置所 189 

(注) 57年版青少年白書.58年 1月。

6. その他の分野

機 関 施設数 職員数 備， 考

般 1Eニ 業 9，804 

病 院 9，224 102，103 技術員

自 衛 隊
ι一

(注) 1. 総理府，日本の統計昭和58年.58年10月

2. 他の分野については資料不足のため，乙乙

では省略する。

N 課題となる事項

(1)将来の生活展望においても，可能性のある分野

においても，その需要が大きい。しかし，それぞれの

分野における啓蒙が，システマテック 11:行われる必要
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カまある。

(2) 現状からみて，レクリエーションプロパーの専

門職の需要は限られている。専門教育における major，

minor制の導入が必要となろう。

(3) 大学における専門教育は指導者養成のイメージ

から脱却し，いわゆる LeisureService Career と

して教育を徹底させる必要がある。

(4) 指導者の資格については，将来において，より

細分化される可能性がある。

例.余暇教育士，交流開発士，レク療法士など

(5) 専門教育の構成は，行動科学の範 に属し，純

粋に余暇を研究する立場と，その応用および実践の立

場の2方向性をもたせるととが望ましいと思われる。

例.余暇科学科(Leisure Science ) 

余暇学専攻(Leisure St udy ) 

余暇教育専攻(Recreation ) 

Physical Rec. 

Social Rec. 

-Therapeutic Rec. 

一一一一OutdoorRec. 
Rec. Administration 

etc. 

可能性は数限りなくある。学ぶものの意識の問題。

教える側の意識，それと受入れ側の意識，乙の三者の

意識が，どれだけ，ど乙で一致をみるζとができるの

か，そのあたりを今後検討してみる乙とが必要と思わ

れる。

E
 

〆
'E
、

田中祥子

アメリカでは1855年ボストンの砂場運動から始まっ

たといわれている。産業革命の人々が多く集まって来

て乙ども達の健康問題がとりあげられた。砂場で遊ば

せるためのプログラムを持ち，当時ドイツでも幼児教

育運動が行われており，乙れらがきっかけとなって，

レクリエーション運動が始ったといわれている。

もともとレクリエーションは外で遊ぶ，乙ども中心

の活動であった。

1805年シカゴIζレクリエーション公園ができ，そと

に施設が作られる乙とによって，レク運動の内容も変

って来たのである。外で遊ぶ活動から，技術的なもの

文化的なものがブ。ログラムの中にとりあげられるよう

になったのである。そのような径違を持ちながら，1911

年プレイグランドから全米児童遊園レクリエーション

協会と改称した。

1914年には，体育の中にレクリエーションの学習は

ぽつぽつ始まって来た。 1926年全米児童遊園レクリエ

ーション協会が指導者のための養成コースを設け毎年

1年間に 300人の指導者を育成して社会に送り出した。

乙れは35年まで継続されたので、ある。しかし，乙れで

は十分な指導者を育成するζとはできない。もう少し

高等教育の中で，養成することがよりよいのではない

か，という乙とから， 1937年ミネソタ大学でレクリー

ダー養成に対する会議がもたれたのである。実際lζレ

クが本当の位置を大学で占めるようになったのは第二

次世界大戦後であり，一般の人々がレクを理解するよ

うになったのは， 1950年以降である。今回でも完全と

はいえないであろう。 1965年すでに乙の頃アメリカで

はレクの専門コースを持っている大学は60校にもおよ

んでいた。現在では 350位になっている。これらの教

育を受けた卒業生の60%は公共施設に，フル・タイム

のリーダーとして勤務するのである。

※教育内容について

アメリカ・カナダのレク教育のカリキュラムをみる

と，保健体育レク科，保健体育レク学部というのがあ

り，その中にレクの専門コースがある。学部は教育学

部に属していたりする乙ともあるが大半は体育系にあ

る。最近の資料から以下三つの大学を紹介する。

イリノイ大学(ウルパナ・シャベン)College of Appli 

ed Lif e St udies (応用生活科学科) 余暇研究科

(1)必修科目 ( )数字は単位数を現わす。

余暇研究入門(3) 余暇サービス提供の基礎(2) 治療

レク入円(2) スーパパイザーの方法と理論(3) 実習U2

余暇研究調査(3) 管理人門(3)

(2)分野別必修科目(野外レクの企画，運営)

野外レクリエーション入門(3) 野外レク実習(2) 野

外レク運営(3) 公有地やレク利用(3)

(3 )関連科目

公園設計の原理(2) 森林レクリエーション(2) 天然

資源の保護等(3)

(4 )プログラム運営

余暇活動における指導法(3) レク・プログラム展開

(3) 都市における余暇組織(3) 遊びの理論(3) レク・

プログラムの企画，評価(3)

(5 )関連科目

救急法(2) 公園設計の原理(2) 森林レク(2)



(6 )治療レクリエーション

治療レクの臨床的見地(2)治療レク原理(3)レジャー・

カンセリング(3) 身体障害者，精神病，情緒障害者，

発育不能者，高齢者のレクから一つ(3) レク・プログ

ラムの企画の評価(3)

(7)関連科目

救急法(2) 特殊児童(3) 運動学(3) 児童心理学(3)

異常J心理学(3)

(8)プログラム運営の場合

関連科目として次の中から4つ選んでもよい。会計

学の基礎(3) 広告入門(3) 経営学入門(3) コンヒoュー

タ一入門(3) 金銭，クレジット，銀行業務(3)

(9 )その他

キャンプと野外教育，水辺のレク・プログラム，余暇

教育，身体活動とスポーツの小集団分析，野外教育と

レク，余暇社会学，特別問題研究

一般教育科目51-52時間，必修科目28時間，分野別

必修科目14時間，関連分野12時間，その他20時間，計

126時間

ウォータール一大学(カナダ)Human Kinetics， 

Leisure Studies (人間運動学と余暇教育)

(1)必修科目

余暇レク研究入門，余暇サービス入門，余暇と社会

科学， レク機関の組織と管理，野外レク入門，特殊レ

ク入門，余暇教育と統計学，余暇調査と研究，レクと

余暇セミナー，研究課題

(2 )分野別必修

(1)余暇研究 あそびの理論，余暇哲学，余暇社会学

観光と旅行，余暇行動の精神力学

(3)野外レク資源運営

レク企画原理，野外レクの原理，公園運営 1，n， 

現状の問題

(3) レク管理， レク運営

レクと地域， レク企画の原理， レクプログラムの評

価，公園運営，レク施設の企画

(4 )治療レク

あそびの諸説， レクと精薄者，レクと身体障害者，

レクと精神衛生，余暇と老い

( 5)その他

スポーツ社会学，余暇史，レク・プロ展開キャンプ

と野外教育管理，学校レク，社会心理と身体活動，野

外レク原理，レクにおける野外教育，余暇と原理
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カ1)フォルニア大学(手コ)Dept. of Leisure and 

and Recreation Studies 

教育・体育学部，レクリエーション管理

(1)必修科目

社会における余暇とレク，レクにおける指導法とス

ノfービジョン，レク公園管理，実習

( 2)分野別必修

(1) 地域レクと余暇事業

特殊レク入門，スポーツと身体レク，プログラム企

画と基礎，野外レク入門，レク予算と財政，余暇サー

ビスのPR

(2) レク政策の運営

レク環境の企画，スポーツと身体レク，文化的，社

会的，創造的なプログラム，乙れらの中から3つ撰択

(3) 治療レク

特殊レク入門，特殊レク，プログラムの企画，レジ

ャー，カウンセリング，治療レクの方法(レク予算と

財政，レクとPR，解剖学，生理学，カウンセリング

心理学，異常行動と社会学，以上の中から3つ撰択)

(4)公園，天然資源管理

レク環境の企画， レク施設，空間の維持，レク施設

の設計，野外レク原理，環境教育， (レク予算と財政，

土壌，レクと天然資源管理，調査法，天然資源経済学

以上の中から3つ撰択)

全体を通して，一般教育科目が多いのは，レクが人

と人との交流の中で人間性の回復をはかる運動である

という乙とから，基礎教育を大切にしている理由があ

る。数値からみてみると，一般教育科目50%，専門25

%，関係のある撰択が15%という編成であった。

日本の場合社会教育に携さわっている人たちは，レ

ク教育という言葉に置きかえてもよいと思う。しかし

レクというとダンスして，ゲームをして，遊んでとい

うイメージが強く，実際はレクリーダーとして，仕事

をしながら自分はレクリーダーであるという意識を持

っていない人が多い。




